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 みんなとともに笑顔いっぱい － 創立百周年 その先の未来へ みんなとともにスマイルミッション －

 

 

 

  
 始業式では「あいさつをすること」を再度子どもたちに話しました。特に、「お世話になっている 
方」「支えてくださっている方」に「感謝の気持ち」を込めてあいさつをするよう話しました。その 
コツは、「①相手よりも先に ②笑顔で ③元気に」あいさつをすること。できている子は、たくさ 
んいるのです。あいさつをする「意味」を考えさせながら「行動化」へと結び付けていきます。 
 
 あけまして おめでとう ございます。「百年目」の創立記念日が近づいています。 
 
 創立百周年の記念の年度も、３学期に入りました。３学期には、「創立百周年記念式典」が行われます。 

１月８日付けで保護者の方へも案内を差し上げていますので、そちらで内容をご確認ください。  
  
【創立百周年に関する今後の予定】 
 
  １月２７日（月） 実行委員会   今後の行事等の最終確認をします。 
 
  ２月２６日（水） 全校集会    創立記念日に集会をして校内で祝います。 
 
  ２月２９日（土） 記念式典    こむこむ館で来賓を迎え地域・保護者の方とともに祝います。 
                   本校卒業生の富田京一様の講演があります。 
 （３月 ２日（月） 繰替休業日）   
 
  ３月 ７日（土） 記念祝賀会   歴代の本校職員を迎え地域・実行委員の方とともに祝います。 
 
 ※ 創立百周年の「記念誌」も完成間近です。また、子どもたちへの「記念品」も準備中です。 
 
 

文集「すかわ」作成に向けて始動します。 
 
 保護者の方からの申し出の様子については、「学校だより No.33」に載せたとおりです。心より感謝申し上
げます。 

さて、その回答を受けて次のように進めていく考えです。逆に、すべての申し出に応えることができず申し訳
なく思います。「パソコン入力」及び「丁合作業」については、別に文書を作成してお願いすることになります。 
 
 1月 8 日（水）～1 月20日（月） 「児童原稿（担任の添削済み）」を作成する 
  

1月24日（金）～2 月 3日（月） 「児童原稿4 人分（１セット）」を「パソコン入力協力者」が自宅 
で入力し、「入力データ」を「メール」で本校アドレスへ送信する。 

  
2月 4 日（火）～2 月 7日（金） 「文集 すかわ」の印刷用原稿を完成させる。 

  
2月10日（月）～2 月21日（金） 「文集 すかわ」の原稿を印刷する。［協力 ふくしま若者サポートステーション］ 

  
2月2７日（木）午後２時      「文集 すかわ」の丁合作業を行う。（その後、製本依頼） 

  
3月19日（木）          「文集 すかわ」を配付する。 

   

【校長のつぶやき】 その２４ 「おみくじ 大吉」 
 
 神社でおみくじを引いたら、何と「大吉」。これは「キテルネ！」と舞い上がっている。 
 
  「 大 吉 」  光りかがやく 希望の扉が開く 
   人生に晴れ舞台あり。 我慢のときは近く去り これまでの努力が 大いなる実りをもたらす。 
   飛躍の力を蓄えながら 臆せず前に進め。 
 
「仕事運」を見ると「積極的に進めてよし」。調子に乗った私は、迷いの中にあった「次年度へ向けた構想」を
思い切って進めようとしている。次年度は、新学習指導要領全面実施の年。そして創立百周年後の新たな一歩の
年。すべては、本校にかかわる人（子ども、保護者、地域、教職員）の笑顔のために。新春にあたり、そんなこ
とを考えている。 

 
 


